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い
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京
都
哲
學
愈
規
約

｝
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

　
こ
と
を
罠
餉
と
す
る

｝
、
右
の
鼠
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
回
雪
「
哲
學
研
究
」
を
襲
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
魯
を
開
く

㊧
　
二
時
研
究
禽
を
開
く

｝
、
本
丁
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
富
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
蝿
す
る

　
、
本
魯
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
勘
員
は
倉
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

｝
、
本
曾
は
魯
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
孟
母
館
・
其
他
の
圏
膿
は
團
騰
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
曾
費
と
し
て
年
二
、
○
○
○
圓
（
書
誌
三
冊
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

一
、
幅
員
は
倉
誌
の
配
霜
を
受
け
愈
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

禦
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
曾
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員
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吉湯山森本王水藤李服長西中辻影響酒木梶尾口

閾淺　口吉藤　澤野部谷谷　村山水　曾山崎照
日　団美　 垣　　　　久　整　井

川幸　都良一　令俊正正裕　公＿善　掌上砧義

郎孫晶男治雄渉央二明当作郎・一郎三二能一一砧



418

（
4
7
）

（
4
8
）

（
4
9
）

　
ジ
、

（
5
0
）

暫
学
研
究
　
第
五
冨
三
十
五
号

肇
δ
筈
①
9
碧
＆
搾
①
び
ミ
》
’
戴
、
↓
ω
■
嵩
q
・
～
ω
・
δ
磨

匹
幽
鈴
ぴ
Φ
窪
Q
り
算
窪
＄
5
0
ヤ
◆
窪
鰍
‘
ω
●
δ
9

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
ア
ル
ン
ハ
イ
ム
『
美
術
と
視
覚
』
上
（
波
多
野
・
関
訳

一　

齬
z
［
…
一
一
一
七
ペ
ー
ジ
参
脇
｛
O

図
嘱
≦
ぎ
℃
勲
き
臨
罫
ざ
§
’
富
、
．
”
○
っ
・
δ
り
◎

四
六

一
丁
術
山
嗣
版
祉
）
　
一
一
一
八
…
一
｝
一
一
㎝
ペ
ー
ジ
、
　
一
一
一
〇
ぺ
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

（
に
つ
た
　
ひ
ろ
え
　
京
都
大
学
教
養
部
助
教
授
）

次号論文予齋

「
現
實
」
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
森
口
美
灘
男

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
：
バ
ー
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
理
解
の
方
法
（
二
）
…
，
．
西
谷
敬

ヒ
ュ
…
ム
に
於
け
る
「
外
田
介
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
細
中
　
遽

　
　
　
　
　
　
「
趨
我
」
の
問
題
（
二
）

カ
ン
ト
の
義
務
論
…
…
…
：
：
…
…
…
：
…
…
長
鯛
　
成
夫

曜

前 号 理 次

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る

　
　
　
《
O
鋤
環
ω
勲
冨
毒
諺
》
に
つ
い
て
…
…
霞
閏
　
品

i
o
り
餌
ヨ
薗
銘
葛
。
製
り
ρ
し
合
鋤
■
G
。
’
i
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
ギ
ソ
　
・
　
バ
　
ト
ノ
ナ
　
ユ
　
山
刀

嚢
術
二
二
，
…
．
…
、
…
…
…
、
米
澤
有
懐
謬

嚢
三
二
三
分
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
：
・
…
太
田
　
喬
央



454

哲
学
研
究
　
第
五
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五
暑

す
る
当
芸
の
書
評
や
風
評
を
伝
え
て
お
り
、
我
々
は
過
ぎ
し
時
代
の
現
前

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

二
・
三
　
　
『
最
古
の
世
罫
の
神
話
、
史
的
説
話
、
哲
学
説
話
に
つ
い
て
』

（
＄
ミ
》
畠
罫
鋤
タ
ミ
§
斗
ら
、
ミ
恥
薦
§
§
品
玉
§
い
。
喜
§
偽
§
ー

ミ
隠
笥
§
　
譲
笥
登
　
μ
趨
ら
。
）
、
及
び
『
督
学
～
般
の
形
式
の
可
能
性
に
つ
い

て
』
（
§
ミ
，
ミ
馬
鶉
念
激
論
潮
隷
鎌
飛
、
ミ
、
、
き
、
§
蹴
ミ
・
寒
靴
題
§
ミ
恥
籍
曾
苧

溜
魯
寒
辱
き
一
団
り
幽
）
は
興
〔
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
い
わ
ゆ
る
主
要
部
（
掴
麟
o
q
℃
掌

9
⇒
鳥
。
）
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
通
常
シ
ェ
リ
ン
グ
の
最
初
期
の
論
文
と

見
敬
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
史
は
こ
の
二
つ
の
作

贔
か
ら
繊
発
し
た
と
書
っ
て
も
良
い
。
こ
こ
で
は
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
批
判

の
も
と
で
こ
の
二
作
が
採
録
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
成
立
史
、
影
響
史
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
K
・
欝
・
A
・
シ
ェ
リ
ン
グ
の
全
集
で
我
々
の
見
．
て

い
た
テ
キ
ス
ト
は
幾
つ
か
め
版
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
且
つ
そ
れ
ら
が
多
く

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
我
々
は
初
め
．
て
知
る
。
又

周
知
の
如
く
後
者
の
論
文
の
成
立
史
、
影
響
史
に
関
し
て
は
フ
ィ
ヒ
テ
と

の
関
係
が
聞
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
「
編
集
報
告
」

は
嶺
蒔
の
資
料
を
伝
え
て
く
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
著
を
め
ぐ
る
ヘ
ー

ゲ
ル
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
等
の
書
簡
も
報
告
抜
粋
さ
れ
る
。
尚
こ
の
著
に
対

し
酷
評
に
近
い
書
評
が
出
た
が
、
こ
れ
に
鮒
し
シ
ェ
リ
ン
グ
は
『
声
明
』

（
じ
q
「
巴
弩
毒
α
q
）
を
出
し
て
、
次
の
論
文
『
哲
学
の
原
理
と
し
て
の
自
我
に

つ
い
て
』
の
序
文
で
自
分
の
立
場
を
よ
り
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
を
予
告
す

る
に
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
書
評
も
声
明
も
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
通
し
て
我
々
は
シ
ェ
リ
ン
グ
や
フ
ィ
ヒ
テ
の
薪
し
い
哲
学
が
、
そ

八
二

め
出
現
当
蒔
、
ど
う
い
う
無
理
解
と
拒
否
反
応
に
遭
遇
し
た
か
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
Q
そ
の
拒
否
反
応
ほ
根
底
で
は
ど
の
時
代
に
も
共
通
し
て
見

ら
れ
る
、
真
の
哲
学
精
神
に
対
す
る
常
識
の
拒
否
反
芯
と
も
見
る
こ
と
が

出
来
る
。

　
ア
カ
デ
ミ
ー
版
シ
ェ
リ
ン
グ
全
集
第
ご
巷
の
一
は
こ
の
『
声
明
騒
で
終

る
。
既
に
こ
の
一
巻
か
ら
も
労
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
数
十
年
に
亘
る
と
予

想
さ
れ
る
こ
の
全
集
編
纂
事
業
は
、
そ
の
都
度
の
成
果
の
刊
行
を
そ
の
ま

ま
ド
イ
ツ
観
念
論
研
究
史
の
足
跡
と
し
て
刻
む
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

　
最
後
に
こ
の
拙
き
書
評
に
更
に
蛇
足
を
添
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら

ば
、
筆
者
は
鋼
本
人
と
し
て
こ
の
全
集
事
業
め
成
果
を
一
体
ど
の
よ
う
な

仕
方
で
自
己
の
も
の
と
な
す
べ
き
か
と
い
う
自
問
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
の

全
集
に
基
づ
い
て
批
判
的
、
史
的
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
差
し
当
っ
て
の

必
要
な
途
に
は
違
い
な
い
が
、
哲
学
本
来
の
立
場
か
ら
は
こ
の
仕
事
富
体

は
一
つ
の
予
備
的
段
階
に
と
ど
ま
る
。
我
々
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
仕

審
を
墓
礎
と
し
つ
つ
も
う
一
歩
を
進
め
て
、
シ
ェ
リ
ン
グ
を
遠
い
西
洋
の

地
に
で
は
な
く
て
足
下
の
地
盤
の
内
に
看
取
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
大
き
な
思
想
家
は
異
国
の
遠
い
過
去
の
中
に
よ
り
は
む

し
ろ
、
足
下
の
現
在
の
内
に
出
会
わ
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
滋
賀
医
科
大
学
講
師
）

編
集
後
記

　
本
誌
「
哲
学
研
究
U
の
編
集
委
員
で
あ
ら
れ
、
人
智
巻
と
し
て
も
多

年
に
わ
た
っ
て
御
瀬
躍
に
な
り
、
本
会
が
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た



有
賀
鉄
太
郎
先
生
（
キ
リ
ス
ト
教
学
）
が
昨
年
五
月
二
十
五
日
に
御
逝

去
さ
れ
ま
し
た
O
会
員
の
皆
様
と
共
に
、
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
曇
一
同

455

哲
学
研
究
　
第
五
百
三
十
五
号

八
三



會

告

一
、
本
會
は
倉
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
絡
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
臨
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
転
座
窟
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

下
上
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
二
、
○
○
○
圓
）
を
お
擁

跨
下
さ
い

又
禽
員
へ
の
書
誌
送
母
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
螢
欝

に
号
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
厩
一
番
町
一
七
番
地
創
文

砒
（
振
替
口
座
東
京
二
…
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
愈
員
の
韓
紅
・
入
退
曾
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
糞
垂
宛
に
御
通
知
下
さ
い

…
、
太
・
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
儘
・
七
三
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

窟

都
　
哲
　
學
　
會

奈
都
市
左
窟
匿
吉
園

察
都
大
詔
文
學
部
内

昭
和
五
十
三
年
六
月
　
五
　
躍
　
印
刷

昭
穐
五
十
三
年
・
六
月
　
十
　
日
　
螢
行

編
輯
白
鍵

三編

行輯

人兼

京
都
大
饗
文
學
部
内

京
　
都
　
哲

杉
　
山
　
聖

學
　
二

一
　
郎

萱
捌
所

印
　
刷
　
所

盤
創
　
文
　
肚

久
保
井
　
理
津
男

東
京
都
千
代
二
臨
一
番
町
一
七
番
壇

擾
替
謡
座
　
東
察
ニ
ー
九
二
四
七
二

童
謡
東
京
一
工
ハ
三
i
七
一
〇
一
（
磯
褒
）

三
光
印
刷
株
式
會
砒

東
京
都
蟄
縫
臨
高
田
一
…
【
工
一
一
四

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

　
、
會
員
以
外
の
購
讃
春
の
御
註
文
及
び
廣
蕾
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
枇
」
へ
玉
串
込
下
さ
い

「
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
贋
七

〇
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
圓
）
蘭
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



昭
和
五
十
三
年
六
月
五
臼
印
刷

昭
繍
五
十
三
年
六
月
十
日
藪
行
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